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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

・北アルプスなどの観光資源を有している当地域では、観光産業が地域の主要産業となってい
る。
・近年の当地域のスキー客数は約150万人でピークの平成４年の３割以下の水準となっており、
通年型観光の推進がより重要となっている。
・サイクルスポーツ（ロードバイク、マウンテンバイク、クロスバイクによる走行）を週に1回以上実
施する国内人口は約300万人（「スポーツに関する調査報告書」笹川スポーツ財団）いる。
・サイクリストの北アルプス地域の来訪を増やすため、当地のサイクル環境の向上を図る必要
がある。
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・サイクリストに選ばれる地域になるため、サイクリング環境の整備を継続する。
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事 業 実 績

・大町合同庁舎正面玄関西側（道路から見える場
所）に地域の木材で作成したサイクルラックとベン
チを配置し、ＰＲ用の表示フラッグを庁舎壁面に設
置。
・受付窓口にて空気入れと修理工具の貸出を開
始。

・サイクリストを歓迎する地域であること
のＰＲとなる。
・サイクリストが休憩を取ったり、車両ト
ラブルに対処することができる。

提 出 区 分
課題区分

事 業 名 大町合同庁舎サイクルステーション化事業

125,000
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目 的
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内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

県機関におけるサイクリストを受け入れる体制（サイクル環境）を整備することにより、北アルプ
ス地域へのサイクリストの来訪増加を図る

大町合同庁舎を、地域の情報収集や休憩を取ることができたり、車両の簡易なトラブルに対処
するための工具を備える、サイクルステーションにする

・必要用具　サイクルラック※、工具一式、空気入れ、表示フラッグ、ベンチ※
・設置場所　合庁正面玄関付近
・管理等　　 受付窓口で工具等の管理と貸出を行う（サイクルラックは自由に使用）
・周　 知     局のホームページや関係団体等が作成するサイクルマップにてＰＲ

※サイクルラックとベンチは地域の木材で作られた製品とする

成果目標

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


